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除雪機械の変遷（その 9）　除雪グレーダ（1）

機械部会　除雪機械技術委員会

はじめに

我が国の道路の機械আઇは大正 14 年に࢝められた
と言われているが，Ϟータグレーダによるআઇは，ত
和 20 年（1945 年）に土工用Ϟータグレーダをআઇに
まりであり，後にこれが鋼製キャϒや࢝用したのが
カーώータ，タイヤνΣーンண用タイヤ等をඪ४
備したআઇϞータグレーダとして発展した。

ত和 20 年લは，2.5 m 3.1，ڃ m 3.7，ڃ m ڃ
リジッドフレーム式のみであったが，その後 2.5 m ，ڃ
2.8 m 3.0，ڃ m 3.1，ڃ m 3.4，ڃ m 4.0，ڃ m 4.3，ڃ m
のアーティキϡレイトフレーム式が開発され，আઇڃ
効率の向上が図られた。ত和 60 年には 7 サイζが
ಉ時ൢചされていた時もあったが，サイζの整理౷
合が進み平成 24 年（2012 年）は 3.1 m，3.7 m，4.0 m，
4.3 m の 4 サイζのみのൢചになった。ϒレードઢѹ
の高いআઇグレーダは，路໘整正をかͶたѹઇআڈに
ܽかすことのできないআઇ機械となっている。作業
ஔのૢ作機構は，当ॳ機械式であったが，ত和 33 年

（1958 年）には国産ॳの༉ѹۦಈ式が開発された。Ϟー
タグレーダは多機能の建設機械であり，作業機ૢ作が
難しいといわれてきたが，༉ѹ式にมߋされたことに
より，Φϖレータのർ࿑ܰݮが可能になり市場から
ܴされた。また，機ಈ性，作業効率の向上を目的に，
ত和 47 年（1972 年）に国内でॳめて従来の固定式（リ
ジット）に対しंମ۶ં式（アーティキϡレイト）が
開発され，ટ回ܘを小さくできることから࣍第にओ
流になった。

ϒレードがマンホール等に接৮した場合，Φϖレー
タとंମをিܸからकる安શஔとして長年シャーピ
ンがわれていたが，ত和 50 年以降に༰қに交
ணできるஔが開発され作業の効率化に役立った。
ত和 60 年には，メーカとϢーザの協ྗにより，ϒ
レードのԡしけྗの自ಈ੍御ஔが開発され，Φϖ
レータのർ࿑ܰݮとআઇの安શ性向上が図られた。

平成 20 年（2008 年）以降，2006 年ഉΨス基४クリ
ヤーのための開発がすすめられたが，近年はআઇグ
レーダの発台数のݮ少や，メーカの開発ෛՙの増大
もあって，2011 年ഉΨス੍نをຬするআઇグレー

ダが国内メーカでは४備されていない。また従来のআ
ઇグレーダは運転੮と助ख੮の 2 名定һをඪ४として
きたが，メーカの開発ෛՙをܰݮさせഉΨス੍نをク
リヤーしたআઇグレーダをりなく४備していくた
め，最近のআઇグレーダの大෯なࢹ界改ળや後方カメ
ラを組み合わせた技術を活用して，運転੮のみの 1 名
定һにมߋするٞが活発に行われている。

本ࢿྉは，国内におけるআઇグレーダมભを関
メーカの協ྗをಘてまとめたものであるが，取りまと
めにあたっては北海道開発ہ，東北地方整備ہ，北陸
地方整備ہのআઇ機械の歴史に関するࢿྉを参考にさ
せていただいた。

4-1　車両と付属品の変遷
4-1-1　車両

1）ত和 10 年，ত和 20 年
ত和 18 年（1943 年）

大東亜ઓ૪ 2 年目に，ถ܉の機械化ඈ行場建設に対
，のҕୗにより（第三技術研究所܉陸）܉して日本陸߅
国産土工用中型機 ;4K Ϟータグレーダが自ಈं
製造㈱（後に㈱小松製作所がٵऩ合ซ）により開発さ
れた。当ॳ 2 台のࢼ作ंが製作されたが輸ૹધのյ໓
によりઓ地にૹられることはなかった。

ઓ後，非ઓಆฌثとして ()2 のഁյ໋ྩをಀれઍ
葉県土部で用された。

日本陸܉からఏڙされた小さなࣸਅ 1 ຕと非ݗ引式
作業機スέッν図໘を元に，ܰྠ自ಈ՟ं，6 t ݗ
引ं，98 式ݗ引自ಈ՟ंの部ڞ通化でエンジンか
らアクスルをؚΉશてのஔを設計し，ۇか 6 ϲ月ؒ
でࢼ作され，ত和 53 年まで実用で用された。

ࣸਅ 4-1　;4,ϞʔλάϨʔμ　1号ػ　ࣗಈं造᷂



�8 ࢪցػઃݐ Vol.67　No.7　July　2015

;4K の仕様ɿ  定֨ग़ྗ 88 )P/1300 rpm（最大110 )P/ 
1700 rpm）

શ重ྔ　8000 LH，લྠ　3000 LH，後ྠ　5000 LH
શ長　8000 mm，શ෯　2400 mm，શ高　2800 mm
最高行速　35 Lm/h
4006　ڑ࣠ mm，タンデム࣠1　ڑ500 mm
リーχング　ࠨӈ 20 ，ϒレード 360 回転，90 
όンクカット可能
ত和 20 年（1945 年）

ऴઓの年に北海道開発ہにおいて，土工用Ϟータグ
レーダに V プラを取りけたグレーダがআઇに
用された。
ত和 22 年（1947 年）

日本開発機製造㈱（ 15）が 3.7 m のϞータグレーڃ
ダ )A56 を製作し，その後আઇに用された。
ত和 24 年（1949 年）

旧建設省の指名により三ඛ重工業㈱が 3.1 m 中型ڃ
機 M(I を開発した。M(ᶗは，フϩントアクスル᎑
ಈやリーχング機構，タンデム機構等，グレーダには
ෆ可ܽな機構をطに備え，現在のϞータグレーダと΄
΅ಉ一の形状であった。また，自ಈं製造㈱が෯
のڱい市町村道の維持補修作業にわれることをૂっ
た小型機 ;430 Ϟータグレーダを開発した。

ত和 25 年（1950 年）
自ಈं製造㈱が ;430 を改造した大型ѹタイ

ヤணの ;432 と後ྠをダϒルとした ;431 を開発し，
東日本重工業㈱（ 4）が M(ᶗ改良型として M(ᶘを開
発した。M(ᶘは M(ᶗಉ様グレーダにෆ可ܽな機構
をطに備えていただけでなく，幌型，鋼型のキャϒを
備えることも可能であった。

旧建設省において国産の土工用Ϟータグレーダが道
路আઇに用された。

その後，北海道開発ہにおいてถ国キャタピラー製
No.12 形（回転Ӌࠜサイドイングண）をಋ入し
た。
ত和 27 年（1952 年）

㈱小松製作所は ;430 を改良した (%25 を開発し，

ࣸਅ 4-6　2.5 m1-25%)　ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 2�

ࣸਅ 4-�　3.0 m1-30%)　6314　ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 2�

ࣸਅ 4-5　Ωϟλϐϥʔ　ত 25 1ʣ

ࣸਅ 4-4　;43　ࣗಈं造᷂　ত 25

ࣸਅ 4-3　3.1 m6514　ڃ　.(ᶘ　ຈΩϟϒ　εϊʔϓϥ͖
東日本ॏ᷂ۀʢ4ʣ　ত 25

ࣸਅ 4-2　3.1 mڃ　.(ᶗ　ࡾඛॏ᷂ۀ　ত 24
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新たに 3.0 m のڃ (%30 を開発した。(%30 は (%25
とಉ様に，෯のڱい市町村道の࠭ར道維持補修をओ؟
として開発された。

ಉ年，三ඛ日本重工業㈱（ 4）は，日本国内道路事
情に合わせた 3.1 m ڃ M(ᶙを開発した。
ত和 28 年（1953 年）

3.7 m のϞータグレーダとして㈱小松製作所はڃ
(%37-1 を，三ඛ日本重工業㈱（ 4）は L(ᶗを開発した。
またಉ時に㈱小松製作所は (%30 を改良し (%30-2 を
開発した。

この時は，国の「道路，および֗路の維持補修 5 ϱ
年計ը」により，ൺֱ的෯の広い国道・都道県道な
どのメンテφンス用に，আઇグレーダの大型化がٻめ
られていた。国内建設工事の活発化，大ن模化により，

整地や道路・水路新設などの一般土工事向けにも大
型機のध要が増え，3.1 m よりも上のクラスにあたڃ
るϞータグレーダ開発の機運が高まっていた。この頃
からআઇにもϞータグレーダがසൟにわれるように
なり，カーώータ，サイドイング，スϊープラな
どのআઇઐ用ஔも४備するようになった。
ত和 29 年（1954 年）

ত和 29 年，㈱小松製作所が 3.7 m ڃ (%37-1 の改良
型として (%37-2 を，三ඛ日本重工業㈱（ 4）は L(ᶗ
の改良型として 3.7 m ڃ L(ᶘを開発した。ߋに，ত
和 31 年には，ඪ४の電ಈ機࢝ಈ式ではなく，ྫྷפ地
におけるエンジン࢝ಈを༰қにするために，࢝ಈ用Ψ
ιリンエンジンきの三ඛ %#33C 形エンジンを搭載
した L(ᶘ-4 も開発した。

2）ত和 30 年，40 年
ত和 30 年（1955 年）　

この時は日本のنࡁܦ模の֦大にう建設工事ྔ
のඈ༂的な増加によって，建設機械のध要もٸ増した
時期だった。Ϟータグレーダは多機能の建設機械であ
り，運転ૢ作が難しいといわれてきたが，作業機への
ಈྗ伝ୡがシャフト・ंࣃを介する機械式から，༉ѹ
ϙンプと༉ѹϞータ，༉ѹシリンダによる༉ѹ式にม
が可能ݮされたことによって，Φϖレータのർ࿑ܰߋ
となり，ݧܦのઙいΦϖレータでもいこなせる建設
機械として市場からܴされた。ୠし，当時機械式の
ૢ作に׳れたベテランΦϖレータには機械式もࠜ強い
人ؾがあった。

㈱小松製作所は (%30-2 を改良し (%30-3 を開発す
るとڞに，3.7 m ڃ (%37-2 を改良し (%37-3 を開発し，
433 年には (%37-4 を開発した。(%37-4 は国産ॳの༉
ѹ式Ϟータグレーダとなった。

旧建設省東北地方建設ہにおいて，㈱小松製作所
90 P4　3.7 m 土工用 (%37-3 Ϟータグレーダがಋ入さ
れる。

ࣸਅ 4-�　3.� m�10014ڃ　L(ᶗ　εϊʔϓϥɼαΠυΠϯά͖
ʢ4ʣ　ত᷂ۀඛ日本ॏࡾ 28

ࣸਅ 4-10　3.� m1-�3%)��11514ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 28

ࣸਅ 4-8　3.1 mڃ�ॳܕظ ܕظޙ�8014 10514　.(ᶙ　߯Ωϟϒ͖
ʢ4ʣ　ত᷂ۀඛ日本ॏࡾ 2�

ࣸਅ 4-11　3.� mڃ　ॳܕظޙ�10014ܕظఆ֨10214ɼ࠷େग़ྗ11514
L(ᶘ　ࡾඛ日本ॏ᷂ۀʢ4ʣ　ত 2�
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ত和 31 年（1956 年）
旧建設省東北地方建設ہに三ඛ日本重工業㈱（ 4）

の 3.1 m Ϟータグレーダڃ M(ᶙ，3.7 m ڃ L(ᶘがಋ
入される。

ত和 33 年（1958 年）
旧建設省東北地方建設ہにおいて，日本開発機製造

㈱（ 15）3.7 m 。Ϟータグレーダがಋ入されるڃ

ত和 35 年（1960 年）
三ඛ日本重工業㈱（ 4）は，L(ᶘ作業ஔの機械式

ૢ作機構を༉ѹ式ૢ作機構にมߋして L(ᶘ-) を開発
した。

旧建設省東北地方建設ہにおいて，土工用Ϟータグ
レーダに V プラをつけ，道路আઇに用される。

ত和 37 年（1962 年）
㈱小松製作所が 3.1 m ༉ѹ式Ϟータグレーダڃ

(%31-1) を開発した。
ত和 39 年（1964 年）

旧建設省東北地方建設ہにおいて，三ඛ重工業㈱༉
ѹ式のআઇグレーダ L(ᶘ-) がಋ入される。

ࣸਅ 4-12　3.� m3-�3%)　�10514ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 30

ࣸਅ 4-13　3.� m4-�3%)　�10514ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 33 2ʣ

ࣸਅ 4-14　3.1 m80�14　ڃ　.(ᶙʢॳܕظʣ
ʢ4ʣ　ত᷂ۀඛ日本ॏࡾ 31 2ʣ

ࣸਅ 4-15　3.� m�10014ڃ�L( ᶘʢॳܕظʣ
ʢ4ʣ　ত᷂ۀඛ日本ॏࡾ 33 ࣸਅ 4-18　3.1 m(1-31%)　11014　ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 3�

ࣸਅ4-16　3.� m�100�14ڃ　)A58　日本։ൃػ造᷂ʢ15ʣ　ত332ʣ

ࣸਅ 4-1�　3.� mڃ�ఆ֨ 10214ɼ࠷େग़ྗ 11514�L(ᶘ-)
ʢ4ʣ　ত᷂ۀඛ日本ॏࡾ 35 2ʣ
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ত和 41 年（1966 年）
三ඛ重工業㈱は，機械式作業機ૢ作機構を搭載した

3.7 m ڃ L(2-M と༉ѹ式作業ૢ作機構を搭載した
3.7 m ڃ L(2-)，および M(ᶙをग़ྗアップした機械
式作業機ૢ作機構の M(3-M をಉ時開発し，ত和 42
年には，༉ѹ式作業機ૢ作機構を搭載した 3.1m ڃ
M(3-) を開発した。
ত和 42 年（1967 年）

㈱小松製作所は 3.0 m ڃ (%30-5M，3.1 m のڃ (%31-
3)，3.7 m のڃ (%37-5) を開発した。

三ඛ重工業㈱は，2.5 m ڃ 4(1 を開発した。1 ࣠ 2
ྠのシングルドライϒ方式を࠾用しているため，ટ回
ܘがタンデム式より非常に小さく，非幹ઢのせまい

道路においても機ಈ的にಈきまわることが可能であっ
た。また 4(1 はこのクラス།一，༉ѹ式の作業機ૢ
作機構を搭載していた。

ओクラッνは，ত和 41 年まではס式であったがত
和 42 年から࣪式に改ળされ，クラッν൘の耐久性が
向上した。

旧建設省東北地方建設ہにおいて，㈱小松製作所
(%37-5) ༉ѹ式のআઇグレーダがಋ入された。

ত和 42 年頃から，༉ѹ式の作業機ૢ作機構が搭載
されたグレーダがීٴし࢝め，一部機छではϒレード
のνルティングも，༉ѹՔಇ式になったことでআઇ効
率が向上した。また，従来のϞータグレーダはベンν
シートが࠾用されており，2 名ं可能な運転ࣨに
なっていたが，この頃からΦϖレータ੮と助ख੮が分
され，明֬に 2 人りになった。

ࣸਅ 4-1�　3.� mڃ　ఆ֨ग़ྗ 102�14ɼ࠷େग़ྗ 11514　L(ᶘ-)
ত　᷂ۀඛॏࡾ 3� 2ʣ

ࣸਅ 4-21　3.1 mػ�.-3).��11014ڃցࣜ　ࡾඛॏ᷂ۀ　ত 41

ࣸਅ 4-22　3.1 m(-3).　�11014ڃ�༉ѹࣜ　ࡾඛॏ᷂ۀ　ত 42

ࣸਅ 4-23　3.0 m5-30%)　11014　ڃ.　᷂খদ࡞ॴ　ত 42

ࣸਅ 4-24　2.5 mࡾ　1)4　��814ڃඛॏ᷂ۀ　ত 42

ࣸਅ 4-25　3.� m5-�3%)　�118�14ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 42 2ʣ

ࣸਅ4-20　3ʹڞ.� m�12514ڃɼL(2-.ػ�ց ʢࣜࠨʣͱL(2-)�༉ѹ ʢࣜӈʣ
ত　᷂ۀඛॏࡾ 41



1�� ࢪցػઃݐ Vol.67　No.7　July　2015

ত和 44 年（1969 年）
北海道開発ہにおいて 2.2 m ࢼ，আઇグレーダがڃ

。的にಋ入されたݧ
ত和 45 年（1970 年）　

道路整備 5 ϱ年計ըの一部としてઇפ法（積ઇྫྷפ
特ผ地域における道路交通の֬保に関する特ผાஔ
法）が定められ，আઇを担うϞータグレーダの役ׂが
重ࢹされていった。特に旧建設省からは，আઇ作業に
おいても࢝ಈ性や作業性能などを高くٻめられるよう
になった。

㈱小松製作所は 4.0 m トルクフϩートランスϛッڃ
シϣン搭載の (%40)T-2 を開発した。従来のม速機
は બ   ಈ 式 や 常 時 か み 合 い 式 で あ っ た が，
(%40)T-2 はトルクコンόータとパϫーシフトトラン
スϛッシϣンを組み合わせて，Φϖレータのม速ૢ作
සをܰݮし作業ૢ作にઐ೦できたことからআઇの安
શ性を向上させた。

旧建設省東北地方建設ہにおいて，㈱小松製作所
༉ѹ式 4.0 m আઇグレーダڃ (%40)T がಋ入される。
ত和 46 年（1971 年）

旧建設省東北地方建設ہは，༉ѹ式 3.7 m আઇグڃ
レーダ (%37-6) をಋ入した。

旧建設省東北地方建設ہにおいて，আઇに用され
ていた土工用グレーダは，なくなり，すてআઇグレー
ダにわった。

ত和 47 年（1972 年）　
旧建設省東北地方建設ہにおいて，㈱新潟工所

༉ѹ式 3.7 m আઇグレーダڃ N530P4A がಋ入された。

㈱小松製作所は，ंମフレームを۶ંさせટ回ܘ
を最小とするアーティキϡレイトフレームを࠾用した
2.2 m ༉ѹ式Ϟータグレーダڃ (%22)-1 を開発した。

また，この年，三ඛ重工業㈱は，4(1 を改良し 4(1#
を開発した。

ত和 48 年（1973 年）
北海道開発ہにおいてۦಈ方式がパϫーシフト方式

の 3.7 m 。আઇグレーダがಋ入されたڃ
ত和 49 年（1974 年）

北海道開発ہにおいてআઇグレーダの事ނ防止のた
め，中央ઢআઇඪࣝをࢼ作実用化した。ࣸਅ 4-2�　3.� mڃ 125�14�(%3�-6)　᷂খদ࡞ॴ　ত 46 2ʣ

ࣸਅ 4-26　4.0 mڃ 165�14�(%40)T-2　᷂খদ࡞ॴ　ত 45 2ʣ

ࣸਅ 4-28　3.� m53014/　130�14　ڃA　᷂৽ׁॴ　ত 4� 2ʣ

ࣸਅ 4-2�　2.2 m1-(22%)　6514　ڃ　᷂খদ࡞ॴ　ত 4�

ࣸਅ 4-30　2.5 mࡾ　#1)��814�4ڃඛॏ᷂ۀ　ত 4�
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3）ত和 50 年，60 年
ত和 50 年（1975 年）

㈱ 小 松 製 作 所 は (%40)T-2 を 改 良 し，4.0 m ڃ
(%40)T-2A を開発した。

ত和 51 年（1976 年）
㈱小松製作所は国内ॳの 2.8 m アーティキϡレイڃ

トフレーム༉ѹ式Ϟータグレーダ (%28AC-1 を開発
した。また，3.1 m リジットフレーム（ंମフレーڃ
ム固定式）の (%313C-3A を開発した。

ত和 50 年中頃，ं ମフレームが従来の固定式（リ
ジット）に対し۶ં式（アーティキϡレイト）がટ回
ܘを小さくできることから࣍第にओ流となった。

ত和 52 年（1977 年）
㈱小松製作所は 2.2 m ڃ (%22)-1 を改良し (%22 

AC-1A を開発した。

㈱小松製作所が (%40)T-2A を改良し，আઇ能ྗの
向上をૂった 180P4 へのഅྗアップや༉ѹアシスト
か͡取りஔ搭載によるૢ作の༰қ化およびΰムマ
ント運転台によるআઇ振ಈのܰݮを図った 4.0 m リڃ
ジットフレームの (%7053-1A を開発した。

 

 4ɿ現三ඛ重工業㈱
 15ɿ現三井造ધ㈱

ʬߟࢀจݙʭ
 1） 北海道開発ہにおけるআઇ機械のมભ　ত和 55 年 3 月　編集発行　

北海道開発ہ建設機械工作所
 2） 道路আઇ 30 年史　平成 3 年 3 月 30 日　編集　建設省東北地方建設ہ

道路部道路管理課・機械課　発行　社団法人東北建設協会

ࣸਅ 4-31　4.0 m(-40%)�16514　ڃT-2A　᷂খদ࡞ॴ　ত 4�

ࣸਅ 4-32　3.1 m3-$313%)�11014　ڃA　᷂খদ࡞ॴ　ত 51

ࣸਅ 4-33　2.2 m22%)�6514　ڃA$-1A　᷂খদ࡞ॴ　ত 52




